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【はじめに】 

液中プラズマは、プラズマ中で生成したラジ

カルなどの反応活性種を液中に供給すること

ができるため、新しい反応場として期待されて

いる。近年では液中プラズマを用いた金属ナノ

粒子の合成や材料の表面修飾、難分解性有機化

合物の分解に関する研究などが行われている。

当研究室の先行研究では、液中プラズマによっ

て生成されるラジカルに注目し、ラジカル重合

による高分子合成を試みた。その結果、液中プ

ラズマを用いて N-イソプロピルアクリルアミ

ド(NIPAM)の重合体を合成することができた。

液中プラズマの放電形態によって、生成する活

性種の量や比率が異なることから、本研究では、

放電形態が高分子合成に及ぼす影響を調査・検

討した。 

【実験】 

NIPAM水溶液中に直径 1 mmのタングステ

ン電極を対向させて設置し、バイポーラパルス

電源を用いてプラズマを生成した。電極間距離

を 0.5、3、8、10 mmに調整して NIPAM水溶

液中にプラズマを生成し、グロー放電(0.5、3 

mm)およびコロナ放電(8、10 mm)により 30分

間(電極間距離 10 mmでは 35分間)NIPAMの重

合を行った。その後、液中プラズマにより処理

した水溶液を凍結乾燥し、マトリックス支援レ

ーザー脱離イオン化-飛行時間型質量分析

(MALDI-TOF/MS)を行った。 

 

【結果】 

電極間距離 0.5、10 mmで放電を行った場合

のMALDI-TOF/MSの質量スペクトルを Fig. 1

に示す。質量/電荷数(m/z)113間隔(NIPAMの分

子量と一致)でピークが存在し、液中プラズマ

処理によりNIPAMが重合したことが確認でき

た。最大 m/zは、電極間距離 0.5 mmの試料で

は m/z 7500程度、電極間距離 10 mmの試料で

は m/z 9500程度であった。この結果から、コ

ロナ放電ではグロー放電の場合に比べ、重合反

応が速く進むことが示唆された。 

Fig. 1 Mass spectra of plasma-treated solutions. 

Each electrode distance is (a)0.5 mm, (b)10 mm 
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